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国会議員事務所（秘書）インターンシップ 

 

 １． 首都圏の学生対象 

年２回、４月～７月・１０月～１２月に実施。東京・神奈川・埼玉・千葉の大学に通

学する学生を対象に、毎週平日１回以上、国会議員事務所にて実習を行う。無理

のないペースで実習することができ、熱心な学生にとって国政を身近に感じ、体感

できる機会でもある。また、就職活動を視野に入れ、秘書業務でビジネススキルの

基本を学ぶために参加する学生も多い。集合研修や懇親会も行い、学生同士の繋

がりもできる。 

 

 ２． 地方の学生対象 

地方の学生（東京・神奈川・埼玉・千葉の大学に通学している学生以外）を対象に、

毎年３月（春休み期間）に約１０日間実施。参加学生は都内（殆どが国立青少年オ

リンピックセンター／当大学院斡旋）に宿泊し、連日国会議員事務所で実習を行う。

国会議員やビジネスパーソン、また、過去に当該インターンシップに参加した学生を

講師にした集合研修や大臣表敬など、普段地元では経験ができない、中央政治大

学院ならではの充実したプログラムとなっている。 

 

 ３． 党所属国会議員事務所で実習を行っている全学生対象 

中央政治大学院が主催するインターンシップと党所属国会議員事務所に個々に採

用されているインターンシップの全学生を対象に集合研修を実施。国会議員を講師

に、現在メディア等に取り上げられている問題について講座を行い、講座終了後は、

他の事務所と関わる機会が少ない学生同士の親睦を深め、実習がより実りのあるも

のになるよう、懇親会も開催している。 

 

 

 

地元議員事務所（国会議員・地方議員）インターンシップ 

中央政治大学院が募集を行い、受け入れを希望する都道府県連が窓口となって、

地方に在住、通学する学生を対象に毎週平日１回以上、地元の議員事務所で実

習を行う。 

 

 



 

 

 

（平成２８年１月現在）参加学生情報  

 

 １． 首都圏の学生対象 

 

○参加学生数：約８０名 

 

○男女別参加割合：男性…５６．２％、女性…４３．７％ 

 学年別参加割合：１年…１０％、２年…２６．２％、３年…３８．７％、 

４年…１３．７％、大学院生…８．７％ 

 

○参加学生所属大学 

青山学院大学／お茶の水女子大学／学習院大学／学習院大学大学院／ 

共立女子大学／慶應義塾大学／慶應義塾大学大学院／國學院大學／ 

国士舘大学／駒澤大学／実践女子大学／上智大学／成蹊大学／成城大学／ 

聖心女子大学／専修大学／中央大学／津田塾大学／津田塾大学大学院／ 

東京外国語大学／東京学芸大学／東京経済大学／東京大学／東京大学大学院／ 

東洋大学／日本大学／HAL東京／一橋大学／法政大学／明治学院大学／ 

明治大学／早稲田大学／早稲田大学大学院 

 

○このインターンシップを何で知ったのか 

  自民党ホームページ・フェイスブック 

  党所属議員・県連ホームページ・フェイスブック 

  大学教授・大学のキャリアセンター 

 

 

 ２． 地方の学生対象 

 

○参加学生数：約７０名 

 

○男女別参加割合：男性…７０％、女性…３０％ 

 学年別参加割合：１年…１７．１％、２年…３８．５％、３年…３０％、 

４年…１１．４％、大学院生…１．４％ 

 

 

 



 

 

 

○参加学生所属大学 

大阪市立大学／大阪大学／岡山大学／帯広畜産大学／香川大学／ 

鹿児島国際大学／鹿児島大学／関西学院大学／関西大学／北九州市立大学／ 

京都産業大学／京都女子大学／京都大学／近畿大学／熊本県立大学／ 

熊本大学／群馬県立女子大学／皇學館大学／神戸大学／国際教養大学／ 

一関工業高等専門学校／島根大学／信州大学／志學館大学／ 

都留文科大学／同志社大学／東北大学／長崎県立大学／長崎大学／ 

長野県短期大学／名古屋市立大学／新潟県立大学／新潟大学／白鴎大学／ 

広島大学／北京大学大学院／北星学園大学／北海道大学／三重大学／ 

山梨大学／立命館アジア太平洋大学／立命館大学／琉球大学／和歌山大学 

 

○このインターンシップを何で知ったのか 

  自民党ホームページ・フェイスブック 

  党所属議員・県連ホームページ・フェイスブック 

  友人・知人・親族等 

  大学教授・大学のキャリアセンター 

  当該インターン OBOG 

 

 

 ３． 党所属国会議員事務所で実習を行っている全学生対象 

 

○参加学生数：約８０名（全２回） 

 

○講座内容 

第１回（平成２６年６月２５日） 

河野 太郎 衆議院議員 「学院長講座」 

 

第２回（平成２６年１１月１８日） 

平沢 勝栄 衆議院議員 「学院長講座」 

 

○通知方法：党所属国会議員全事務所にメールにて通知 

 

 

※実習期間中はインターンシップ（傷害）保険に加入。（党負担） 

※各種インターンシップへの参加費は無料。 



 

 

 

参加学生の一日（実習例） 

 

〈A さん〉 

 

８：３０   自民党本部にて部会傍聴・資料収集 

 

９：００   事務所（議員会館）到着・部会内容報告 

 

１１：３０  議員会館にて昼食 

 

１３：００  来客対応 お茶出し等 

 

１５：００  空き時間に議員に直接質問 

 

１６：００  資料収集 

 

１８：００  実習終了 

 

〈B さん〉 

 

９：００   事務所（議員会館）到着 実習開始 

 

９：３０   国会議事堂にて本会議傍聴 

 

１２：００  自民党本部にて昼食 

 

１３：００  国会議事堂にて委員会傍聴 

 

１４：００  資料作成 

 

１５：００  来客対応 お茶出し等 

 

１８：００  議員の地元関連店舗視察 

 

１９：００  実習終了 



 

 

 

〈C さん〉 

 

８：５０   事務所（議員会館）到着 実習開始 

 

９：００   電話番 

 

１０：００  来客対応 お茶出し等 

 

１０：３０  国会見学案内 

 

１３：００  議員随行（首相官邸） 

 

１４：００  議員と昼食 

 

１５：００  役所との打ち合わせ同席 

 

１７：３０  実習終了 

 

１８：００  党本部にて集合研修（党役員による講座）・懇親会 

 

２０：００  終了 

 

 

 

○各事務所、実習期間により実習内容は様々であり、具体的な内容としては、電話対

応・来客応対・資料整理・資料収集・文書作成・PC入力・掃除・部会等代理出席・議

員随行など秘書業務全般。 

 

○その他、実習後や大学での授業後に参加しやすいよう、午後６時から党本部での集

合研修を行っている。（春季には外部研修も実施） 

 

 

 

 

 



 

 

 

参加学生の感想 

 

○今まで、政治に触れる機会が無かった為、日々学んだ事が全

て新鮮でした。行った業務は、お茶出し、電話対応、資料整理

などです。国会議員の秘書業務だけでなく、社会に出る上でも

大切なスキルを学ぶことが出来て嬉しかったです。 

 

○私にとって初めてのインターンでした。このインターンを通して、

電話対応の仕方や、敬語の使い方なども改めて学びました。正

直政治家についてはあまり興味が無かったのですが、代議士が

活躍する姿を見て、女性も政治へ積極的に参加していく時代、

していかなければならない時代なのだと実感しました。本当に貴

重な経験をさせていただきました。 

 

○今回のインターンでは日本政治の中枢を見ることができました。日

常では知ることのできないことをいろいろ体験できたことはよい経

験になりました。近年、問題となっている若者の政治離れも、実際

の現場を見ることで徐々に変わっていくのではと思いました。なの

で、私もインターンを周りに広めていきたいです。 

 

○部会や委員会等、普段は決して見ることのできない政治の現場を

体験できたことは本当に貴重な経験となりました。国会議員の仕

事はもちろん、秘書の仕事は想像以上にハードでしたが、本当に

勉強になりました。 

 

○私は政治に対する不信感が強く、私の想像する政治と実態がど

う違うのか（或いは想像どおりなのか）を見たい思いでインターン

シップに応募いたしました。私が配属された事務所の先生は、

実体験に基づく強い問題意識から政治家になられており、熱心

に政治に取り組まれる姿を見て、このような政治家ならば是非

お仕えしたいと思えました。 

 

○印象に残ったことは全てです。メディアを通すのと実際に

聞くことは 180 度違い、政治は人が動かしていることを

感じた毎日でした。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
自由民主党 中央政治大学院 

http://daigakuin.jimin.jp/ 

 

 

 


